
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

▼
 

　ホームページ　　http://www.city.inagi.tokyo.jp/ 
　公式ツイッター http://twitter.com/inagi_city 
　メール配信サービス（登録される方は、左のQRコードから、 
　または「inagicity@emp.ikkr.jp」に空メールを送信してください） 

1042－378－2111　 
1042－331－6346 
1042－350－6321 
 

 
平尾出張所 
若葉台出張所 

市役所（代表） 

発行　東京都稲城市　編集　秘書広報課広報広聴係　〒206-8601　東京都稲城市東長沼2111　1042－378－2111　5042－377－4781

開庁時間　午前8時30分～午後5時 

HP

第1255号 11.15
毎月1日・15日発行 

2017
平成29年 

毎
月　

日
号
2
面
に
「
市
長
コ
ラ
ム
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

15

市では、市政に功労のあった方を市制施行記念日に併せて表彰しています。
今年は自治功労表彰として市政の振興に功労のあった方8人、

一般表彰として市民の安全、地域活動の向上、文化や体育の振興に尽力された方など
14人と2団体が11月1日に表彰されました。

平成29年度平成29年度 市政功労者を表彰

人口と世帯数

緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城　　　　　

（前月比）平成29年11月1日現在
（20人増）89,822人人口
（10人増）45,278人男
（10人増）44,544人女

（54世帯増）39,471世帯世帯数
※人口及び世帯数は、住民基本台帳に
　よるものです。

（3）わがまち稲城（小川凛太郎さん）主
な
記
事

（5）
マイナンバーカード（個人番号カード）

の申請をお手伝いします

（6）健康バンザイ！いなぎ講座

（8）お得・宿泊・大満足　宿泊費助成

一般表彰の皆様は2面でご紹介しています

自自治治功功労労表表彰彰をを受受章章さされれたた皆皆様様

市では、市政に功労のあった方を市制施行記念日に併せて表彰しています。
今年は自治功労表彰として市政の振興に功労のあった方8人、

一般表彰として市民の安全、地域活動の向上、文化や体育の振興に尽力された方など
14人と2団体が11月1日に表彰されました。

平成29年度 市政功労者を表彰

自治功労表彰受章者一覧
　長く公務に従事し、市政の振興に功労のあった方々です（敬称略）。

元都市計画審議会委員田村　静子（埼玉県）

元自然環境保全審議会委員坂本　智子（坂浜）

元廃棄物減量等推進審議会委員岩井　佐代子（平尾）

元稲城市立小学校歯科医舩井　俊仁（世田谷区）

元民生委員・児童委員清水　千佳子（向陽台）

元民生委員・児童委員末松　妙子（平尾）

元民生委員・児童委員中山　宏司（坂浜）

元民生委員・児童委員山田　佳昭（東長沼）

■問総務契約課総務係

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

稲城
なしのすけ

（左から）坂本智子さん、岩井佐代子さん、舩井俊仁さん、中山宏司さん（左から）坂本智子さん、岩井佐代子さん、舩井俊仁さん、中山宏司さん



29・11・15 代表電話は042－378－2111　（2）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

後列（左から） 山中俊夫さん、（左から）　山中俊夫さん、 
コーチャンフォーグループ（株）ープ（株）リラィアブルリラィアブル 
コーチャンフォー若葉台店（近藤さん）、コーチャンフォー若葉台店（近藤さん）、 
馬場丈助さん

前列（左から）列（左から）　川崎操さん、田口文夫さん、前田義正さん

後列（左から） 高列（左から）　高瀬徳子さん、佐藤好作さん、瀬徳子さん、佐藤好作さん、 
下川元子さん、野口裕子さん

前列（左から）列（左から）　岡信子さん、小野三夫さん、山本脩さん、岡信子さん、小野三夫さん、山本脩さん、 
石田惇子さん

一一般般表表彰彰をを受受章章さされれたた皆皆様様

一般表彰受章者一覧
　市民の安全、地域活動の向上、文化や体育の振興などに尽力された方々です（敬称略）。

安全対策功労
多摩稲城防犯協会百村女性支部支部長、多摩稲城
防犯協会理事 ･監事岡　信子（百村）

多摩稲城防犯協会平尾分譲住宅支部支部長小野　三夫（平尾）
多摩稲城防犯協会都営第一支部支部長山本　脩（大丸）

地域活動功労
平尾自治会会長馬場　榮次（平尾）
「稲城の老後を支え合う会」代表、「支え合う会
みのり」理事長・理事、「市民活動サポートセン
ターいなぎ」副理事長

石田　惇子（平尾）

社会教育功労
青少年育成若葉台地区委員会委員長高瀬　�子（若葉台）
稲城ふれあいの森運営委員会副委員長・委員佐藤　好作（向陽台）
稲城ふれあいの森運営委員会委員下川　元子（矢野口）
稲城ふれあいの森運営委員会委員野口　裕子（大丸）

社会体育功労
押立地区体育振興会会長川崎　操（押立）
稲城市体育協会評議員、稲城市バドミントン連盟
役員・理事田口　文夫（押立）

稲城市剣道連盟理事前田　義正（長峰）
稲城市体育協会理事、稲城市柔道連盟理事長・副
会長山中　俊夫（大丸）

徳行

キャラクターグッズ類の寄附
コーチャンフォーグループ
（株）リラィアブル　コーチ
ャンフォー若葉台店（若葉
台）

金員の寄附（株）冨永農場（坂浜）
自然石の寄附馬場　丈助（平尾）

後列（左から）　山中俊夫さん、 
コーチャンフォーグループ（株）リラィアブル 
コーチャンフォー若葉台店（近藤さん）、 
馬場丈助さん

前列（左から）　川崎操さん、田口文夫さん、前田義正さん

住
所
の
整
理
に
つ
い
て

市
長
コ
ラ
ム
No.72

　

私
た
ち
は
日
頃
「
住
所
」
と

い
う
言
葉
を
何
と
な
く
使
っ
て

い
ま
す
が
、
厳
密
に
は
様
々
な

意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

土
地
の
所
在
を
表
す
「
地

番
」
、
人
が
住
む
場
所
を
登
録

す
る
「
住
所
」
、
法
人
の
本
店

所
在
場
所
を
登
記
す
る
「
所
在

地
」
等
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
不
動

産
登
記
法
、住
民
基
本
台
帳
法
、

商
業
登
記
法
な
ど
の
法
律
に
基

づ
き
、
そ
の
方
法
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、そ
の
基
と
な
る
の
が
、

土
地
の
地
番
で
す
。

　

こ
の
「
地
番
」
と
は
、
現
在

で
は
一
筆
の
土
地
ご
と
に
登
記

所
が
付
す
る
番
号
を
言
い
ま
す

が
、
も
と
も
と
太
閤
検
地
で
作

成
さ
れ
た
検
地
帳
に
由
来
し
、

土
地
の
近
代
的
所
有
権
を
確
立

し
た
明
治
の
地
券
発
行
の
際
に

付
番
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

最
初
は
一
定
の
法
則
に
よ
り

整
然
と
並
ん
で
い
ま
し
た
が
、

相
続
売
買
な
ど
に
伴
う
分
筆
・

合
筆
、
道
路
鉄
道
な
ど
の
築
造

に
伴
う
分
断
、
市
町
村
の
区
域

変
更
に
伴
う
新
規
編
入
に
よ
る

新
規
付
番
な
ど
の
経
緯
に
よ
り

徐
々
に
規
則
性
が
失
わ
れ
、
今

で
は
番
号
が
順
番
に
並
ん
で
い

な
い
、
飛
ん
で
い
る
、
同
じ
番

号
に
多
く
の
住
居
が
建
っ
て
い

る
等
、
大
変
分
か
り
に
く
い
状

況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
市
民
や
事

業
者
か
ら
改
善
を
求
め
る
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
き
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
市
で
は
「
町
界
町
名
地

番
整
理
」と
い
う
手
法
に
よ
り
、

稲城市長
�橋　勝浩

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
８
月
に
は
、
市
内
各
地

区
の
自
治
会
代
表
者
、
警
察
消

防
の
官
公
庁
、商
工
業
事
業
者
、

郵
便
宅
配
便
事
業
者
、
公
募
市

民
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
稲

城
市
住
所
整
理
市
民
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
、
見
直
し
に
関
す

る
基
本
方
針
の
策
定
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

住
所
の
整
理
は
、
市
民
生
活

は
も
と
よ
り
、
地
域
活
動
や
企

業
活
動
に
も
直
接
大
き
な
影
響

が
あ
る
た
め
、
今
後
と
も
市
民

や
関
係
機
関
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

な
お
、
実
際
の
住
所
整
理
に

つ
き
ま
し
て
は
、
多
大
な
経
費

と
期
間
を
要
す
る
た
め
、
地
区

住
民
の
ご
理
解
と
準
備
が
整
い

次
第
、
順
次
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
個
別
の
実
施
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
「
住
所
整
理
審

議
会
」と
該
当
地
区
ご
と
に「
地

区
市
民
検
討
会
」を
立
ち
上
げ
、

実
施
す
る
か
ど
う
か
を
含
め
て
、

個
別
に
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
と
既

存
市
街
地
の
う
ち
平
尾
地
区
の

一
部
に
つ
い
て
、
順
次
整
理
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
に
向
陽
台
地
区
、

６２

平
成
２
年
に
平
尾
地
区
の
一
部
、

平
成
６
年
に
長
峰
地
区
、
平
成

　

年
に
若
葉
台
地
区
に
そ
れ
ぞ

１０れ
新
町
名
を
付
け
、
番
地
を
振

り
直
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
町
を
単
位
と
し
た

地
番
整
理
は
、
住
所
を
分
か
り

や
す
く
す
る
た
め
に
一
定
の
成

果
が
あ
り
、
既
存
市
街
地
に
つ

い
て
は
平
尾
地
区
を
皮
切
り
に
、

市
内
全
地
区
を
順
次
整
理
す
る

方
針
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
町
界
町
名

地
番
整
理
」
と
い
う
手
法
は
、

土
地
の
登
記
簿
の
表
記
自
体
を

訂
正
す
る
手
法
で
あ
る
た
め
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
よ
う
な
新
規

街
区
の
誕
生
や
、
土
地
区
画
整

理
事
業
の
よ
う
に
区
画
自
体
の

移
動
変
更
を
伴
う
場
合
は
整
理

し
や
す
い
も
の
の
、
既
存
市
街

地
に
一
律
に
当
て
は
め
る
事
は

技
術
的
に
困
難
な
面
も
あ
り
、

そ
の
後
の
実
施
が
中
断
し
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、

平
成　

年
４
月
に
都
市
計
画
課

２８

に
住
居
表
示
担
当
の
職
員
を
配

置
し
、
改
め
て
市
内
全
域
の
住

所
の
整
理
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
で
は
「
町
界
町

名
地
番
整
理
」
に
と
ら
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
市
内
で
は
未
実

施
で
あ
っ
た
住
居
表
示
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く「
住
居
表
示
」

の
導
入
も
含
め
、
近
隣
市
で
の

実
施
状
況
を
比
較
考
慮
の
う
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
特
性
に
合

っ
た
手
法
の
導
入
を
検
討
し
て

後列（左から）　高瀬�子さん、佐藤好作さん、 
下川元子さん、野口裕子さん

前列（左から）　岡信子さん、小野三夫さん、山本脩さん、 
石田惇子さん
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凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

▽　

月
上
旬
〜
1
月
の
作
業
日
・
地
区　
　

／
5（
火
）・
矢
野
口
、　

／　
（
火
）・
坂
浜
、　

／　
（
火
）・
大
丸
、
1
／
9（
火
）・
平
尾
、
1
／　
（
火
）・
長
峰
、
1
／　
（
火
）・
若
葉
台
、
全
て
の
作
業
日
・
東
長
沼　

■申
 

作
業
日
前
週
の
金
曜
日
午
前
中
ま
で
に
電
話
で

12

12

12

12

12

19

16

23

お
申
し
込
み
の
う
え
、
持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、
土
〜
月
曜
日
に
必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、
燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
２
袋（
束
）ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。　

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 
て
い 

し

まちの話題を集める

地域や学校の話題をお寄せください。秘書広報課広報広聴係

環境 環境 

　秋の風を感じながら、自然豊かな稲城のまち
を歩きましょう。
※歩行に障害のある方などは事前にご相談くだ
さい。
■日11月23日（木・祝）　※小雨決行
■時集合＝午前9時30分、出発＝午前10時
■場南多摩駅北側ロータリー

▽コース（予定）
南多摩駅～ 大  麻  止  乃  豆  乃  天  神  社 ～城山公園～

おお ま と の つ の てん じん じゃ

 竪  
たて

 神 社   （昼食・レクリエーション）～青渭神社～
じん じゃ

山崎公園～南多摩駅
※途中解散も可
■持昼食、飲み物、敷物、雨具など
■問稲城市民憲章推進協議会事務局（市民協働課
協働推進係）

お
も
ち
ゃ
の
病
院

　

リ
ユ
ー
ス
の
精
神
を
育
む
た
め

の
「
お
も
ち
ゃ
の
病
院
」
を
開
院

し
ま
す
。
当
日
は
、
症
状
を
伺
い

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
、
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を

持
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
取
扱

説
明
書
な
ど
が
あ
れ
ば
一
緒
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

缶
、
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
な
ど
引
火
性

の
強
い
も
の
は
、
中
身
が
残
っ
て

い
な
く
て
も
必
ず
月
１
回
の
「
有

害
物
」
の
収
集
日
に
、
透
明
・
半

透
明
の
袋
に
入
れ
、
出
し
て
く
だ

利
用
者
募
集

農
家
開
設
型
市
民
農
園

　

詳
細
は
下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■申
 

は
が
き
〔
必
要
事
項
①
住
所
②

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
電
話
番
号

（
携
帯
電
話
可
）
④
希
望
農
園
名

⑤
生
年
月
日
〕

※
１
世
帯
２
通
以
上
の
応
募
不
可

■定
 
　

組
程
度
（
予
約
者
優
先
）

２０
■費
 

無
料
（
部
品
交
換
の
場
合
は
実

費
負
担
）

■申
 

電
話
〔　

月　

日（
水
）〜
〕

１１

１５

※
モ
デ
ル
ガ
ン
な
ど
の
危
険
な
お

も
ち
ゃ
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

※
中
古
購
入
な
ど
で
最
初
か
ら
壊

れ
て
い
た
お
も
ち
ゃ
の
持
ち
込
み

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

展
示
即
売

生
ご
み
処
理
容
器
く
う
た
く
ん

▽
「
く
う
た
く
ん
」
の
特
徴

○
直
径　

㎝
・
高
さ　

㎝

３３

４３

○
臭
い
が
し
ま
せ
ん
。

○
酵
素
の
力
で
生
ご
み
を
分
解
・

消
化
し
ま
す
。

○
電
気
を
使
い
ま
せ
ん
。

▽
個
人
負
担
額　

３
千
円
（
本
体

価
格
６
千
円
の
う
ち
３
千
円
を
市

が
助
成
）

▽
持
ち
物　

認
印
（
助
成
金
の
申

請
に
必
要
）

◆
共
通
事
項

■日
 
　

月
２
日（
土
）

１２
■時
 

午
前　

時
〜
正
午
ご
ろ

１０

■場
 

環
境
学
習
セ
ン
タ
ー

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
（
自
転
車
の
駐
輪
は
可
）
。

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル

係

募集中の農園

利用料
（年間利用料）利用期間募集区画農園名

5,000円
（16,000円）

12月1日（金）
～平成30年3月末

2区画
（各20㎡）

後田園
（坂浜2797）

14,000円
（21,400円）

12月1日（金）
～平成30年7月末 

1区画
（26.8㎡）

いなぎふれあい農園
（百村191－1）

※最長5年間継続可
※水道施設有り・複数区画利用可

月
２
日（
土
）実
施

１２お
も
ち
ゃ
の
病
院

生
ご
み
処
理
容
器
く
う
た

く
ん
展
示
即
売

ご
み
の
分
別
徹
底
に

ご
協
力
を

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
有
害
物

　

「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」
は
、
暖
房

時
の
室
温
を　

℃
に
し
て
快
適
に

２０

過
ご
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　

冬
の
室
温
を　

℃
に
設
定
す
る

２０

こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
だ
け
で
な

く
、
電
気
代
の
節
約
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

冬
の
省
エ
ネ
「
ウ
ォ
ー
ム

ビ
ズ
」

さ
い
。
分
別
さ
れ
ず
に
燃
え
る
ご

み
や
燃
え
な
い
ご
み
に
混
入
す
る

と
、
収
集
車
や
施
設
の
火
災
原
因

と
な
り
、
周
辺
一
帯
を
巻
き
込
む

大
惨
事
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　

ご
み
の
分
別
徹
底
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係
　

「
衣
（
暖
か
い
服
装
）
」
「
食

（
温
か
い
メ
ニ
ュ
ー
）」
「
住（
窓

か
ら
の
冷
気
を
遮
断
）
」
の
工
夫

を
し
、
無
理
の
な
い
節
電
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

201720172017
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お がわ りん た ろう

　稲城第七小学校6年生の小川さんは、第7回東日本小
学生選抜ソフトテニス大会（7月）では個人戦・団体戦
ともに優勝、第34回全日本小学生ソフトテニス選手権
大会（7月）では団体戦で優勝を飾りました。
　今年5月に行われた東京都の予選会で準優勝し、東京
代表に選ばれたことにより、この2大会に臨みました。
ソフトテニスはダブルスがメインの競技で、チームワー
クがとても重要です。5年生の秋からペアを組んでいる
パートナーとは声を掛け合い、大きな声で盛り上げるよ
う心掛けているそうです。団体戦では普段と違うペアと
組むこともありましたが、小川さんはどんなペアでも臆
することなく臨めたそうで、「3カ月間、強化試合など
で練習を重ねてきたので、誰と組んでも息ぴったりに試
合に臨めた」と話してくれました。
　小川さんはソフトテニスを始めて2年、始めたきっかけは、偶然の積み重ねでした。
お父さんの仕事の関係で滞在していたカタールで、お姉さんの付き添いでテニスの短期
講習に参加したところ、テニスの楽しさを知り、帰国後、市内で活動する稲城ジュニア
ソフトテニスクラブの練習の様子を偶然目にし、コーチの人柄やメンバーの真剣さに惹
かれて、同クラブへ入会を決めたそうです。日々仲間と汗を流し練習に励んでいます。

　中学生になっても、中学校の部活でソフトテニス
を続けるそうで「中学生になると強い上級生とも対
戦するので、勝てるようにがんばりたい」と話して

くれました。
　春になれば、
中学生。小川さ
んのこれからの
活躍に期待し、
応援しましょう。

▲

「
衣
」
で
の
ひ
と
工
夫

　8月1日から31日に、条例（素案）の考
え方について意見公募を行ったところ、
48 人の方々からご意見をいただきまし
た。
　ご意見に対する市の回答及び修正後の条
例（素案）の考え方について、市�で公表
します。
■問環境課環境保全係

（（仮称）仮称）
稲城市路上等喫煙の稲城市路上等喫煙の

制限に関する条例（素案）の制限に関する条例（素案）の
考え方に対する意見公募の考え方に対する意見公募の

結果について結果について
　「いなぎ Free Wi-Fi」は、誰でも利用できる便利な公衆
Wi-Fiです。市では、「いなぎ Free Wi-Fi」に参加いただ
ける事業者に対し、導入経費の補助を実施しています。申
請方法などの詳細は、市�をご覧ください。
■対市内に事業所を有する法人、個人（商店、飲食店、レク
リエーション施設、宿泊施設など）

▽補助対象経費　①光回線の開設に要する経費（回線工事
料、契約料）　②光ステーションの設置・設定に要する経
費（アクセスポイント設置・設定経費、ＳＳＩＤ設定経費、
ケーブル等の配線工事費）

▽補助額　補助対象経費の全額〔上限＝アクセスポイント
1カ所あたり44,100円（税込）〕
■問経済観光課観光係

平平成成2299年年度度いいななぎぎ FFrreeee WWii--
ワイ

FFii
ファイ

環環境境整整備備促促進進事事業業補補助助金金

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
は　

月
末
ま
で
に
通
知

１１

■限
 
　

月　

日（
金
）必
着

１１

２４

■先
 

■問
 

経
済
観
光
課
農
政
係

　南多摩支部5市を代表して、稲城市消
防団第一分団（矢野口地区）がポンプ車
操法の部に出場し、各支部代表9隊が出
場するなか、優勝を勝ち取りました。

第47回東京都消防操法大会で
稲城市消防団が優勝
（10月21日・

東京消防庁消防学校）

　2017プレナスなでしこリーグ1部
のシーズンを終え、3年連続、15回目
の優勝を果たし、その報告を兼ね岩清
水選手が市長表敬に訪れました。

日テレ・ベレーザ表敬訪問
（10月20日・市長公室）

市市民民ふふれれああいい歩歩ここうう会会



29・11・15 代表電話は042－378－2111　（4）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

高齢 
福祉 
高齢 
福祉 

　長年リハビリテーションに携わる小児科
医師が、高次脳機能障害の症状、日常生活・
学校生活における対応方法、発達障害との
違い等を分かりやすくお話しします。
■日12月5日（火）　■時午後2時～4時
■講栗原　まな氏（神奈川県リハビリテーシ
ョン病院・小児科部長）
■場地域振興プラザ4階
■定90人（会場先着順）
※参加にあたって、何らかの配慮が必要な
方は、事前にご連絡ください。
■問障害福祉課障害福祉係　5378－5677

①参加者募集
「全日本製造業コマ大戦稲城場所　子ども部門」予選会
　コマが回り続ける原理を勉強しながら、自分だけのオリジナ
ルコマを作り、子ども部門本大会出場を目指します。
　予選会の上位8人が本大会へ進みます。また、本大会子ども部
門の勝者は　大人部門の勝者と、タイトルを賭けて勝負します。
■対市内在住・在学の小・中学生
※平成30年1月13日の「全日本製造業コマ大戦稲城場所」に
参加可能な方
■日12月16日（土）　■時午前11時～午後1時
■場ｉプラザ中会議室　■定20人（申込先着順）
■申市�「メカデザイナーズサミットVOL.6」内メールフォー
ム〔11月16日（木）～〕
■限12月6日（水）
②「スーパーなしのすけロボ」・「稲城なしのすけ」の
ぬりえ作品募集
　ぬりえ作品はメカデザイナーズサミットVOL.6で展示しま
す。なお、作品を応募いただいた方へ「稲城なしのすけオリジ
ナルグッズ」をプレゼントします。詳細は市�をご覧ください。
■申窓口、郵送
※ぬりえ画像は、市�で入手可
※どちらかのデザインのみでも可
■限12月22日（金）　■先■問経済観光課観光係

　青少年育成地区委員会は、青少年の健全育成、非行化防止運動、地域住民への広報・啓発活
動、地域の諸団体との連携など、幅広い分野にわたって取り組んでいます。
　異年齢の子ども達が、様々な体験をする場として、次のような活動を行っています。
各地区の主な活動
　盆踊り・運動会・塞の神などの地
域行事、稲城ふれあいの森でのキャ
ンプ、農業体験、ラジオ体操、夜間
パトロール等
委員を募集しています
　子どもも大人も楽しめる活動を目
指しています。興味のある方は気軽
にお問い合わせください。
■問児童青少年課青少年係

　それぞれが自分の
居場所と思えるよう
な時間と場所として
利用できます。誰か
と会話したり、運動
したり、勉強するの
も自由です。
■日毎週水曜日
■時午後4時～8時
■場城山文化センター（陽だまりスペース、児童館プ
レイルーム、小会議室）
■内フリースペース、学習支援、スポーツ、相談など
■問児童青少年課青少年係、いなぎＦＦネットワーク
（廣田）　1379－4850

　模擬店やゲームコーナー、ＰＰＰ
（パーカッション　パフォーマンス 
プレイヤーズ）によるステージを開
催します。
※運営をお手伝いしてくれる小学4
年生以上の方を募集します。
■対0～18歳未満の児童
※未就学児は保
護者同伴
■日12月9日（土）
■時午後1時30分
～4時30分
■場■問本郷児童館 
1378－6500

　

お
口
の
健
康
を
守
る
に
は
、
口

腔
ケ
ア
が
大
切
で
す
。
楽
し
く
話

し
な
が
ら
、
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て

知
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■対
 

介
護
し
て
い
る
ご
家
族
、
関
心

の
あ
る
方

■日
 
　

月　

日（
水
）

１１

２９

■時
 

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

■場
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

■定
 
　

人
程
度
（
申
込
先
着
順
）

１５
■講
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
な
ぎ

苑
職
員

■申
 

電
話
〔　

月　

日（
木
）〜
〕

１１

１６

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
エ

レ
ガ
ン
ト
も
む
ら　

1　

・
５
５

３７９

０
０

す
る
脳
の
疾
患
で
、
長
生
き
す
れ

ば
誰
も
が
か
か
り
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し

く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を

つ
く
る
た
め
、
一
緒
に
考
え
ま
し

ょ
う
。

■日
 
　

月
８
日（
金
）

１２
■時
 

午
後
２
時　

分
〜
４
時

３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１００
■講
 

山
田　

多
佳
子
氏
（
稲
城
台
病

院
院
長
）

■申
 

電
話
〔　

月　

日（
木
）〜
〕

１１

１６

■先
 

■問
 

稲
城
台
病
院
地
域
連
携
部　

1　

・
５
５
３
１

３３１

　

自
宅
で
受
け
ら
れ
る
医
療
の
内

容
や
利
用
方
法
、
認
知
症
予
防
に

役
立
つ
体
操
（
笑
い
ヨ
ガ
）
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。
終
了
後
に
「
や

ま
も
も
の
会
」
を
行
い
ま
す
。

■日
 
　

月
９
日（
土
）

１２
■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

平
尾
自
治
会
館

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

３０
■講
 

宮
本　

謙
一
氏
（
あ
い
ク
リ
ニ

ッ
ク
平
尾
）

■申
 

電
話
〔　

月　

日（
木
）〜
〕

１１

１６

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ

ら
お　

1　

・
６
０
８
８

３３１

お
届
け
し
ま
す生

活
支
援
品

　

生
活
上
の
負
担
軽
減
と
安
否
確

認
の
た
め
、
対
象
世
帯
宅
に
生
活

支
援
品
（
燃
え
る
ご
み
専
用
小
袋

　

枚
入
り
１
袋
）
を
１
世
帯
に
１

１０袋
お
届
け
し
ま
す
。

※
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

が
戸
別
訪
問
し
、お
渡
し
し
ま
す
。

（
要
受
領
印
）

■対
 

平
成　

年　

月
１
日
現
在
、
市

２９

１１

内
に
住
所
を
有
す
る　

歳
以
上
の

７５

ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
及
び　

歳
以

７５

上
高
齢
者
の
み
世
帯

■日
 
　

月
下
旬
（
予
定
）
か
ら
順
次

１１
配
付

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

み
ど
り
ク
ラ
ブ
は
、
お
お
む
ね

　

歳
以
上
の
方
が
「
友
達
が
ほ
し

６０い
」
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
」
「
生
涯
健
康
」

な
ど
の
思
い
で
集
ま
っ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
で
す
。

　

各
ク
ラ
ブ
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
、
レ

ク
ダ
ン
ス
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
活

動
、
カ
ラ
オ
ケ
や
民
謡
、
手
芸
な

ど
の
趣
味
活
動
、
友
愛
活
動
に
取

家
族
介
護
教
室

知
っ
て
お
く
と
安
心
・

口
腔
ケ
ア
の
コ
ツ

家
族
介
護
教
室

最
期
ま
で
自
宅
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
た
め
に

入
会
募
集
中

み
ど
り
ク
ラ
ブ

（
老
人
ク
ラ
ブ
）

障障害害者者週週間間講講演演会会
高次脳機能障害高次脳機能障害、、
発達障害のある発達障害のある
子どもの理解子どもの理解

　

認
知
症
は
加
齢
に
伴
っ
て
増
加

り
組
ん
で
い
ま
す
。
市 　 
で
も
各

HP

ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■申
 

電
話

■申
 

■先
 

居
住
す
る
地
域
の
ク
ラ
ブ
の

代
表
者
（
右
表
参
照
）
に
電
話

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

▲ホッとくつろげる居場所です

平平成成3300年年11月月1133日日開開催催
メメカカデデザザイイナナーーズズササミミッットト
VVOOLL..66のの事事前前募募集集

紹紹介介ししまますす
青少年育成地区委員会青少年育成地区委員会

稲城市青少年育成地区委員会正副委員長会名簿
 ����������������������� （敬称略）

副委員長委員長地区
種田　匡延　　　丸山　浩生　根岸　瑞代矢野口
東城　武文　　　紅林　晶子
近藤　亜紀　　　石橋　光晴　石橋　良生東長沼

清水　弘美　　　香取　博行
大貝　健一　名取　裕明大　丸

五十嵐　光則　　塩崎　哲史
塩崎　一代　　　此村　義明◎平海　孝志百　村

榎本　光晴　　　野口　慎次
池田　裕子　　　佐藤　由美　清水　隆男坂　浜

小野瀬　広志　　川田　和伸
馬場　栄美子　安藤　まゆみ平　尾

清水　政志　　　梅村　秀樹
坂上　雅代　　　須崎　直子　伴　　幸起押　立

小山　由紀子　　橋　謙太
小越　和宏　　　川迫　悦郎　石森　康友向陽台

淡路　かほる　　岡本　　章
深町　太郎　　　八木　幸恵　永井　俊道長　峰

高田　秀子　　　千葉　俊二
千田　謙一　　　後藤　直樹　高瀬　徳子若葉台

◎は正副委員長会の会長です。▲盆踊り（百村）の様子

各みどりクラブ代表者連絡先
連絡先代表者名クラブ名地域

377－0255宮崎　博申第一寿会矢野口北部

378－2656田中　勇第二寿会矢野口南部

377－7335山本　修常春会東長沼

377－7548松本　和美長寿会大丸

377－6014山本　脩福寿会大丸・都営団地

377－3707亀井　正常高砂会押立

331－6574新倉　孝一常盤会坂浜・若葉台

331－2426木本　保典あゆみ会平尾

331－7005山本　元子むつみ会平尾宅地分譲・
平尾住宅

404－8015中川　利昭向寿会向陽台・長峰
百村・若葉台

080－5648
－0871井上　貴博杜の会若葉台

（ワルツの杜）

350－1621田渕　昌男ゆうわ会
若葉台
（ファインスト
ーリア）

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

稲
城
台
病
院
の
講
演
会

「
認
知
症
と
共
に
…

老
い
を
豊
か
に
、

自
分
ら
し
く
生
き
る
」

毎毎週週水水曜曜日日・・城城山山文文化化セセンンタターー
中高生の居場所・ＦＦ中高生の居場所・ＦＦ

　

家
族
介
護
教
室
（
左
上
記
参

照
）
に
続
け
て
行
い
ま
す
。
や
ま

も
も
の
会
か
ら
の
参
加
も
可
能
で

す
。

■日
 
　

月
９
日（
土
）

１２
■時
 

午
後
３
時
〜
４
時

■場
 

平
尾
自
治
会
館

■申
 

電
話

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ

ら
お　

1　

・
６
０
８
８

３３１

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族
の
会

や
ま
も
も
の
会

本郷児童館本郷児童館
まつりまつり

▲PPPのステージ



（5）　代表電話は042－378－2111 29・11・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

保険 
年金 
保険 
年金 

税金 税金 

月
は
個
人
事
業
税
第
２

１１期
分
の
納
期
で
す

人
間
ド
ッ
ク
検
診
料
・
脳
ド
ッ
ク

検
診
料
の
助
成

　

人
間
ド
ッ
ク
検
診
料
・
脳
ド
ッ

ク
検
診
料
の
２
分
の
１
に
相
当
す

る
額
（
上
限
額
２
万
円
）
を
助
成

し
ま
す
。
申
請
は
、
受
診
日
の
属

す
る
年
度
に
つ
き
１
回
で
す
。

■対
 

申
請
日
現
在
、
納
期
限
の
到
来

し
た
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

完
納
し
て
い
る
方

■持
 

被
保
険
者
証
、
医
療
機
関
が
発

行
し
た
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド

ッ
ク
の
領
収
書
、
印
鑑
（
朱
肉
を

使
う
も
の
）
、
通
帳
な
ど
振
込
先

の
分
か
る
も
の

■申
 

窓
口

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
時

（
葬
祭
費
の
支
給
申
請
）

　

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
時
、

葬
祭
を
行
っ
た
方
（
喪
主
）
へ
、

葬
祭
費
と
し
て
５
万
円
を
支
給
し

ま
す
。

■持
 

被
保
険
者
証
、
喪
主（
申
請
者
）

の
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）
、

会
葬
礼
状
の
原
本
ま
た
は
葬
儀
の

領
収
書
の
写
し
、
通
帳
な
ど
振
込

先
の
分
か
る
も
の

■申
 

窓
口
、
郵
送

※
申
請
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医

療
係

　
　

月　

日（
木
）ま
で
に
、
お
手

１１

３０

元
の
納
付
書
裏
面
に
記
載
さ
れ
て

い
る
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
等
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

■問
 

八
王
子
都
税
事
務
所
事
業
税
課

個
人
事
業
税
班　

1　

・　

・
１

０４２

６４４

１
１
４

便
利
な
電
子
申
告
・
電
子
納
税
等

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

法
人
事
業
税
・
地
方
法
人
特
別

税
・
法
人
都
民
税
に
つ
い
て
、 
ｅ  エ

 
Ｌ ル 
Ｔ
Ａ
Ｘ 
（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ

タ
ッ
ク
ス

ス
テ
ム
）
を
利
用
し
た
電
子
申
告

な
ど
の
受
け
付
け
、
電
子
納
税
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■問
 

○
電
子
申
告
、
電
子
申
請
・
届

出
＝
八
王
子
都
税
事
務
所
事
業
税

課
法
人
事
業
税
班　

1　

・　

・

０４２

６４４

１
１
１
５

○
電
子
納
税
＝
八
王
子
都
税
事
務

所
徴
収
課
徴
収
管
理
班　

1　

・
０４２

　

・
１
１
２
２

６４４

半
数
は
歩
行
者
で
す
。
慣
れ
た
道

で
も
信
号
を
守
り
、
横
断
禁
止
場

所
で
の
横
断
な
ど
の
違
反
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

○
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ

　

自
動
ブ
レ
ー
キ
な
ど
を
備
え
た

自
動
車
の
利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。
運
転
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

方
、
家
族
か
ら
運
転
が
心
配
と
言

わ
れ
た
方
は
、
運
転
免
許
証
の
自

主
返
納
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

②
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
事
故
の
半
数
近
く
は
自

転
車
側
に
も
交
通
違
反
が
あ
り
ま

す
。
自
転
車
も
車
両
で
す
。
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
大
人
も
子
供
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
事
故
に
備
え
て
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

③
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

○
全
死
者
数
の
約
４
分
の
１
が
二

輪
ラ
イ
ダ
ー
で
す
。

○
速
度
の
出
し
す
ぎ
は
厳
禁
、
二

輪
車
は
相
手
か
ら
小
さ
く
見
え
ま

す
。

○
致
命
傷
と
な
る
部
位
は
頭
部
が

約
５
割
、
胸
・
腹
部
が
約
３
割
で

す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
あ
ご
ひ
も
を

し
っ
か
り
と
締
め
、
胸
部
プ
ロ
テ

ク
タ
ー
も
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。
自
転

車
も
対
象
で
す
。

○
飲
酒
運
転
を
す
る
恐
れ
の
あ
る

人
に
車
両
を
提
供
し
た
り
、
飲
酒

を
勧
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。ま
た
、

飲
酒
運
転
を
し
て
い
る
車
両
に
同

乗
す
る
こ
と
も
処
罰
の
対
象
で
す
。

⑤
違
法
駐
車
対
策
の
推
進

○
年
末
は
交
通
量
が
増
え
ま
す
。

駐
車
違
反
は
渋
滞
を
招
く
だ
け
で

な
く
、
車
の
影
か
ら
の
飛
び
出
し

等
の
危
険
性
を
高
め
る
た
め
、
絶

対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

○
特
に
横
断
歩
道
や
交
差
点
付
近

で
は
、
駐
車
だ
け
で
な
く
停
車
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
あ
ら
か
じ
め
外
出
先
の
駐
車
場

を
確
認
し
て
か
ら
出
か
け
ま
し
ょ

う
。

■問
 

管
理
課
交
通
対
策
係
、
多
摩
中

央
警
察
署　

1　

・　

・
０
１
１

０４２

３７５

０

　10月22日に行われた衆議院議員選挙結果は次のとおりです。

▽稲城市の投票率（第21区）　　　 ▽稲城市の投票率（第22区）
衆議院小選挙区選出　57.95％　　　 衆議院小選挙区選出　54.76％
衆議院比例代表選出　57.93％　　　 衆議院比例代表選出　54.76％

▽前回投票率（平成26年12月14日、稲城市全体）
衆議院小選挙区選出　56.43％
衆議院比例代表選出　56.43％

▽開票結果　表1～4参照
■問選挙管理委員会事務局

納期限
11月30日（木）

国民健康保険税
（第5期）

安心！納税！口座振替 ! !
■問 収納課

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

ＴＴ
ＯＯ
ＫＫ
ＹＹ
ＯＯ

交交
通通
安安
全全

キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン

命命
をを
守守
ろろ
うう
!!!!

早早
めめ
のの
ララ
イイ
トト
とと

ヘヘ
ルル
メメ
ッッ
トト

月月
１１
日日（（
金金
））

１１２２

〜〜
７７
日日（（
木木
））

表2　衆議院議員選挙［比例代表選出（東京都第21区）］開票結果
東京都選挙区得票数稲城市第21区得票数届出政党等名称（届出順）

618,3321,282日本共産党
1,039,6472,793希望の党
15,87228幸福実現党
56,732213社会民主党
40,59269日本のこころ

1,405,8363,773立憲民主党
644,6341,188公明党
1,816,1844,220自由民主党
198,127446日本維新の会
125,019272支持政党なし

表3　衆議院議員選挙［小選挙区選出（東京都第22区）］開票結果

結果東京都第22区
得票数

稲城市
得票数

候補者届出
政党名

候補者名
（届出順）

－91,0738,093立憲民主党山花郁夫
当選110,49312,056自由民主党伊藤達也
－30,2363,264希望の党金ヶ崎絵美
－22,8592,132日本共産党阿部真

表4　衆議院議員選挙［比例代表選出（東京都第22区）］開票結果
東京都選挙区得票数稲城市第22区得票数届出政党等名称（届出順）

表2と同じ

2,494日本共産党
4,416希望の党
51幸福実現党
260社会民主党
184日本のこころ
6,281立憲民主党
2,504公明党
8,021自由民主党
945日本維新の会
610支持政党なし

　

年
末
期
に
多
発
す
る
交
通
事
故

や
渋
滞
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

①
子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行

の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事

故
防
止

○
保
護
者
の
方
へ

　

子
供
の
交
通
事
故
は
下
校
時
か

ら
夕
方
に
か
け
て
多
発
し
て
い
ま

す
。
青
信
号
で
も
飛
び
出
さ
ず
車

が
止
ま
っ
た
の
を
確
認
し
て
か
ら

渡
る
よ
う
に
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

○
高
齢
者
の
方
へ

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
死
者
の
約

衆衆議議院院議議員員選選挙挙結結果果

本人確認書類種別
○運転免許証
○住民基本台帳カード（顔写真付
き）
○パスポート
○障害者手帳　他

Ａ
1点持参

「氏名と生年月日」または「氏名
と住所」の記載された書類
（例）健康保険証、年金手帳、介
護保険証、社員証、学生証など

Ｂ
2点持参

　マイナンバーカードは、本人確認の際に公的な身分証明書として使用できる他、コンビニエンスストアのマ
ルチコピー機から、住民票などの証明書を取得できる便利なカードです。申請は、スマートフォンやご自宅の
パソコン等からのオンライン申請が便利です。
　市では、マイナンバーカードの普及促進のため、オンラ
イン申請のお手伝いをするサービ
スを開始しました。
■持本人確認書類〔Ａ1点またはＢ
2点（右表参照）〕、通知カード
と一緒に届けられた「個人番号カ
ード交付申請書兼電子証明書発行
申請書」（紛失した場合は、本人
確認書類のみ）
■問市民課市民窓口係

ママイイナナンンババーーカカーードド（（個個人人番番号号カカーードド））のの
申申請請ををおお手手伝伝いいししまますす

▲申請に必要な顔写真撮影のお手伝い！

表1　衆議院議員選挙［小選挙区選出（東京都第21区）］開票結果

結果東京都第21区
得票数

稲城市
得票数

候補者届出
政党名

候補者名
（届出順）

－38,1952,431社会民主党小糸けんすけ
当選92,3565,488希望の党長島昭久
－6,655453－天木直人
－88,2255,554自由民主党小田原きよし

お手伝い内容

マイナンバーカードの受け取り
市民課窓口でカードをお渡しします。
※約1カ月後に交付
※本人確認書類を持参

オンライン申請２

顔写真の撮影（無料）１▲

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請

書
兼
電
子
証
明
書
発
行
申
請
書
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 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

月

日
〜

月
1
日
は
犯
罪
被
害
者
週
間

11

25

１2

犯
罪
被
害
者
の
方
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
名
誉
、
生
活
の
平
穏
へ
の
配
慮
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。　

■問
総
務
契
約
課
総
務
係

健康 
医療 
健康 
医療 

ご
協
力
く
だ
さ
い

医
療
機
関
の
適
正
受
診

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
流
行
す

る
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
医
療
機
関

を
受
診
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
休
日
や
夜
間
に
軽
症
の
方
が

救
急
医
療
を
受
け
る
と
緊
急
性
の

高
い
重
症
の
方
の
処
置
が
遅
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
等
を
利
用

し
、
疾
病
の
程
度
に
応
じ
た
適
切

な
受
診
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

救
急
か
迷
う
場
合
は
救
急
相
談
セ

ン
タ
ー

▽
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
プ
ッ
シ

ュ
回
線
か
ら
の
場
合　

＃
７
１
１

９

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー支

援
事
業

　

市
内
に
住
む
骨
髄
移
植
の
提
供

者
（
ド
ナ
ー
）
と
そ
の
方
が
従
事

す
る
事
業
所
を
対
象
に
、
奨
励
金

を
交
付
し
ま
す
。

■対
 

骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
採
取
に

伴
う
入
院
を
し
、
退
院
し
た
翌
日

か
ら
１
年
以
内
の
方
、
そ
の
ド
ナ

ー
が
従
事
す
る
事
業
所

奨
励
金

○
ド
ナ
ー
＝
１
日
２
万
円

○
ド
ナ
ー
が
従
事
す
る
事
業
所
＝

１
日
１
万
円

※
ド
ナ
ー
が
通
院
（
検
査
）
・
入

院
に
要
し
た
日
数
分
を
交
付
（
通

算
７
日
が
上
限
）

※
詳
細
は
、
市 　 
を
ご
覧
い
た
だ

HP

４
の　

の　

）

１０

２０

■定　

人
（
申
込
先
着
順
）

８０
■講
 

玉
置　

智
規
氏
（
日
本
医
科
大

学
多
摩
永
山
病
院
脳
神
経
外
科
部

長
）
他

　法務省及び全国人権擁護委員連合会では「人権週間」を定めています。
　身近な人権問題について、相談を受け付けます（下表参照）。
■問総務契約課総務係

胃がん検診
■対35歳以上の方（昭和58年4月1日以前生まれ）
※1年度に1回の受診
※胃等の手術をした方、治療中の方、腎疾患・心疾患で水分制限のある方、妊
娠中の方、授乳中の方などを除く。

▽検査方法　問診、バリウムによる胃部エックス線撮影検査
■費1,370円
※保険割合1割負担＝450円、2割負担＝910円（保険証などを提示）
乳がん検診
■対40歳以上の女性（昭和53年4月1日以前生まれで、昨年度以降未受診の方）
※既に乳がんと診断された方または治療中の方、妊娠中・授乳中の方、断乳後
3カ月未満の方を除く。

▽検査方法　問診、視触診、マンモグラフィ検査
■費2,430円
※保険割合1割負担＝810円、2割負担＝1,620円（保険証などを提示）
子宮 頸 がん検診

けい

■対20歳以上の女性（平成10年4月1日以前生まれで、昨年度以降未受診の方）
※既に子宮頸がんと診断された方または治療中の方、妊娠中の方を除く。

▽検査方法　問診、視診、内診、細胞診検査
■費2,110円
※20歳代（昭和63年4月2日～平成10年4月1日生まれ）は無料
※保険割合1割負担＝700円、2割負担＝1,400円（保険証などを提示）

　講座開催100回を記念して、特別講演会
を開催します。
　講師には、シドニー五輪
レスリング銀メダリスト
で、平成27年に42歳で出
場したレスリング全日本選
手権で、史上最年長優勝を
果たした、永田克彦氏をお
迎えします。
■日11月23日（木・祝）
■時午後1時～2時　■場地域振興プラザ4階
■定100人（会場先着順）
■講永田　克彦氏（総合格闘家）
■問市立病院健診科健診係　1377－0931

▽
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
か
ら
の
場
合　

救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
代
表　
1　
・０４２

　

・
２
３
２
３

５２１■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４

３７８

２
１

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４

３７８

２
１稲

城
Ｓ
Ｕ
Ｎ

Ｇ
Ｏ
（
産

後
）
ク
ラ
ブ
〜
産
後
の
育

児
相
談
＆
ヨ
ガ

■対
 

産
後
１
〜
６
カ
月
の
お
母
さ
ん

と
赤
ち
ゃ
ん

■日
 
　

月　

日（
水
）

１１

２２

■時
 

午
後
２
時
〜
４
時

■場
 

市
立
病
院
健
診
・
外
来
棟
２
階

講
座
室

■費
 

一
家
族　

円
７００

■申
 

電
話

■先
 

■問
 

市
立
病
院
看
護
部
長
室　

1

　

・
０
９
３
１

３７７

11月15日～12月１日の休日急病診療所・休日薬局
診療時間＝午前9時～午後5時 ���� ■問保健センター　1378－3421

地区薬局医療機関日程

東長沼ゆずりは薬局
1370－5057

菜の花クリニック
1313－927219日（日）

大丸オーベル薬局大丸店
1379－1499

いしがき医院
1401－373323日（木・祝）

若葉台アイセイ薬局若葉台店
1350－6171

若葉台クリニック
1350－607526日（日）

12月の申込受付 ������� ■場■先■問保健センター　1378－3421

備考実施日
（12月）対象事業名

前日まで
に予約

13日（水）平成27年11月生まれ2歳児歯科健康診査

  1  日（金）平成27年5月生まれ2歳6か月児
歯科健康診査

  8  日（金）妊娠安定期に入られた方妊婦歯科健康診査

  9  日（土）初産婦とそのパートナーの方
両親学級
「パパ・ママコース」
（先着18組）

  4  日（月）第1子の保護者
（平成29年7月生まれ）

離乳食調理講習会
（先着25人）

2日前まで
に予約  8  日（金）未就学児と保護者母子健康相談

（個別相談、身体測定）

※母子健康相談の個別相談は11月20日（月）から予約受け付け

人権相談
問い合わせ相談内容・電話番号時間相談日相談名

公益財団法人東京都人権
啓発センター
103－6722－0124、
103－6722－0125

弁護士による電話法律相談
（10分程度、無料）
103－6722－0127

午後5時～8時12月7日（木）夜間人権
ホットライン

東京法務局八王子支局
（八王子市南大沢2－27
フレスコ南大沢11階）
1042－670－6240

法務局職員または人権擁護委
員による面談または電話相談
（人権相談ダイヤル）
10570－003－110

午前8時30分
～午後5時15分

月～金曜日
※祝日、年末年始
を除く。

常設
人権相談所

稲城市市民協働課
市民生活係

人権擁護委員による面談
（会場＝市役所）
※相談日前日までに電話（1 
378－2286）で予約〔受付 
時間＝午前8時30分～午後5 
時（正午～午後1時を除く）〕

午後1時30分
～4時30分

毎月
第1・第3金曜日

人権・身の上
相談

肺がん検診
■対40歳以上の方（昭和53年4月1日以前生まれ）
※既に肺がんと診断された方または治療中の方、妊娠中の方を除く。

▽検査方法　問診、低線量胸部ＣＴ撮影
■費4,150円
※保険割合1割負担＝1,380円、2割負担＝2,760円（保険証などを提示）
◆共通事項

▽実施医療機関
①市立病院健診センター（平日）
※胃がん検診は平成30年2月17日の土曜日にも実施
②ベリエの丘クリニック（平日・土曜日）
※子宮頸がん検診のみ

健康バンザイ!いなぎ講座健康バンザイ !   いなぎ講座
110000回回記記念念特特別別講講演演会会

「「年年齢齢にに負負けけなないいカカララダダのの作作りり方方」」

■日
 
　

月　

日（
土
）

１１

２５

■時
 

午
後
２
時
〜
４
時

■場
 

ぽ
っ
ぽ
町
田
（
町
田
市
原
町
田

市
民
公
開
講
座

脳
卒
中
の
最
新
治
療
と
在

宅
医
療

■申
 

電
話

■限
 
　

月　

日（
水
）

１１

２２

■先
 

■問
 

東
京
都
南
多
摩
保
健
所
保
健

医
療
担
当　

1　

・　

・
７
６
６

０４２

３７１

１

1122月月44日日～～1100日日はは人人権権週週間間 身身近近ななここととかからら考考ええよようう

受診しましょう！がん検診受診しましょう！がん検診
■先■問保健センター（〒206－0804稲城市百村112－1）

　　　  1378－3421

▽申込期限　平成30年1月22日

▽受診期限　平成30年3月15日

申 込 方 法

窓口、郵送、「東京共同電子申請・届出サー
ビス」�で申し込み
※携帯電話の場合は、下記ＱＲコードから手続可

１

受診４

各医療機関へ直接予約３

受診券、受診案内が到着（対象者のみ）
※毎月22日に締め切り、翌月上旬に郵送２

○○がん検診
希望

1．氏名（フリガナ）
2．生年月日（年齢）
3．住所
4．電話番号
5．前回検診年月日
　（分かる範囲で）

▲申込記入例

▲永田克彦氏



（7）　代表電話は042－378－2111 29・11・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

就
労
支
援
情
報
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
方
等
に
様
々
な
就
労
支
援
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市 　 
内
「
く
ら
し
・
手
続
き→

就
労
・
産
業
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
■問
経
済
観
光
課
商
工
係

HP

稲稲
城城
・・
調調
布布
・・
狛狛
江江
市市

合合
同同
就就
職職
面面
接接
会会

献献
血血
にに

ごご
協協
力力
くく
だだ
ささ
いい

シシシシシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルルルルル
バババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーー
人人人人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材材材材
セセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーー

商商商商商商商商商商商商商

工工工工工工工工工工工工工

会会会会会会会会会会会会会

市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民
活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動
サササササササササササササ
ポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトト

セセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーー
いいいいいいいいいいいいい
ななななななななななななな
ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ

■対
 

稲
城
・
調
布
・
狛
江
市
内
を
中

心
に
仕
事
を
お
探
し
の
方

■日
 
　

月
４
日（
月
）

１２
■時
 

午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付
＝
午

後
０
時　

分
〜
３
時　

分
）

３０

３０

　

生
活
の
お
困
り
ご
と
に
つ
い
て

　

東
京
都
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

が
献
血
を
行
い
ま
す
。

■日
 
　

月
４
日（
月
）

１２
■時
 

午
前　

時
〜　

時　

分
、
午
後

１０

１１

４５

１
時
〜
３
時　

分
４５

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
前

■問
 

生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

在
宅
訪
問
管
理
栄
養
士
や
寝
た

き
り
防
止
栄
養
士
と
し
て
活
動
す

る 
所  
澤 
さ
ん
が
、
呼
吸
法
や
栄
養

し
ょ 
ざ
わ

の
改
善
な
ど
健
康
寿
命
を
伸
ば
す

方
法
を
、
ク
イ
ズ
を
交
え
お
話
し

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ミ
ニ
講
座

　
　

月
開
催
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

１２
で
は
「
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
」「
年

賀
状
作
成
」
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ミ
ニ
講
座

で
は
「
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ

で
文
書
作
成
」「
関
数
の
使
い
方
・

万
年
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

費
用
や
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細

は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
チ
ラ

シ
、
「
稲
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
」 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ
ソ

コ
ン
講
習
会
係　

1　

・
２
２
１

３７７

２

ス
（
任
意
）
⑦
ご
意
見
〕

※
意
見
書
は
市 　 
か
ら
入
手
可

HP

▽
注
意
事
項

○
ご
意
見
は
そ
の
ま
ま
公
表
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
個
人
（
本
人

を
含
む
）
や
第
三
者
が
特
定
さ
れ

る
内
容
は
記
載
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

○
窓
口
、
電
話
な
ど
で
の
口
頭
の

ご
意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

○
ご
意
見
に
対
す
る
個
別
回
答
は

行
い
ま
せ
ん
。
後
日
、
い
た
だ
い

た
ご
意
見
の
内
容
と
ご
意
見
に
対

す
る
市
の
考
え
を
公
表
し
ま
す
。

○
全
て
の
ご
意
見
が
計
画
に
反
映

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■先
 

■問
 

生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
係　

5　

・
５
６
７
７

３７８

相
談
で
き
ま
す
。
早
め
の
相
談
が

解
決
へ
の
近
道
で
す
。

○
生
活
に
困
っ
て
い
る
が
、
ど
こ

に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い

○
食
べ
る
も
の
が
な
い

○
子
ど
も
が
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る

○
滞
納
・
借
金
が
払
え
な
い

※
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
等
の
相
談
は
で

き
ま
せ
ん
。

■日
 
　

月　

日（
木
）

１１

３０

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分

３０

３０

※
事
前
予
約
可

■場
 

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
機
関　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
府

中
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ら
お
、
福
祉

く
ら
し
の
相
談
窓
口

■問
 

福
祉
く
ら
し
の
相
談
窓
口

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
の
講
習
会

毛
糸
ポ
ン
ポ
ン
で
ク
マ
さ
ん

作
り

　

東
京
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ク
ラ
ブ

ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ
の
首
都
リ
ー
グ

と
三
多
摩
リ
ー
グ
の
対
抗
戦
を
開

催
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
向
け
の
ラ
グ
ビ
ー
体

験
会
や
、
家
族
で
楽
し
め
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■日
 
　

月
３
日（
日
）

１２
■時
 

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１１

■場
 

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

■問
 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
大
使
杯
実

行
委
員
会　

1　

・
５
０
８
７
・

０８０

４
５
３
２
（
加
藤
）

観観
戦戦
無無
料料

ニニ
ュュ
ーー
ジジ
ーー
ララ
ンン
ドド

大大
使使
杯杯
・・

稲稲
城城
市市
市市
長長
杯杯

アア
ママ
チチ
ュュ
アア
・・

クク
ララ
ブブ
ララ
ググ
ビビ
ーー

　地域で福祉サービスを安心して利用できるよう、様々な事
業を行っています。

▽利用方法　電話、ファクス、郵送、メールなど
■日月～金曜日
※祝日、12月28日～1月4日を除く。
■時午前8時30分～午後5時15分
相談事業
○福祉サービスの利用相談
○判断能力が十分でない方の権利擁護相談
○成年後見制度の利用相談
○福祉サービスの利用についての苦情相談
高齢者、障害者のための法律相談（事前予約制）
　弁護士が遺産相続、遺言、権利侵害、財産侵害、消費者被
害、成年後見制度などの相談をお受けします。
■日毎月第3水曜日
■時午後1時30分～3時30分
保健福祉サービス苦情解決委員会
　保健福祉サービスの利用に対する苦情を受け付け、適切か
つ迅速にその解決を図り、市民の権利・利益を保護するとと
もに、保健福祉サービスの向上を行います。
地域福祉権利擁護事業
　判断能力が十分でない認知症高齢者・知的障害者・精神障
害者の方、判断能力は十分あるが支援が必要な高齢者、身体
障害者の方に対し、適切に福祉サービスを利用できるよう支
援します。また、日常的な金銭管理や年金証書などの大切な
書類などをお預かりすることもできます。詳細はお問い合わ
せください。
※契約後の支援は有料

■問福祉権利擁護センター「あんしん・いなぎ」
〔〒206－0804稲城市百村7（福祉センター内）〕
1378－5459　5378－4999
� kenri@inagishakyo.org

　医学用語と日常会話で使われる言葉には意味合いが違う言葉が
多くあります。
貧血と失神
　例えば「貧血でフラついた」「脳貧血」という言葉を聞いたこ
とがあると思います。ここでいう貧血とは医学用語の「貧血」と
は異なります。本来の貧血とは「血液中のヘモグロビンが少なく
なり、酸素が十分に体に行き渡らなくなること」です。酸素が十
分に行き渡らなくなる原因は、様々です。脳に酸素が十分に行き
渡らなくなり「脳貧血、貧血でフラついた」と言うようになった
と思われます。よって前述の言葉は「立ちくらみ」と言い換えた
方が適切と思われます。
　では「立ちくらみ」と「失神」は同じでしょうか。これは程度
問題であり、立ちくらみで一過性に意識を消失して倒れれば、失
神と呼びます。
心肥大と心拡大
　次は検診で心臓が大きいと言われて、それを「心肥大」と思わ
れている方も多いと思います。医学用語での心肥大とは、心筋と
いう筋肉が肥大して、心筋重量が増加した状態です。検診で心臓
が大きいと言われた時は、おおむね胸部レントゲン写真を見て、
心臓の陰影が大きいことから指摘されることが多いはずです。レ
ントゲン写真は影絵みたいなものなので、心筋の厚さは分かりま
せん。よって、適切に言い換えるとしたら心肥大ではなく、「心
拡大」ということになります。
　では心肥大はどうすれば分かるのでしょうか。心臓超音波検査
または12誘導心電図検査で診断できます。心臓超音波では直接
心筋の壁運動を観察しますので、心筋の壁厚が厚ければ診断がで
きます。心電図検査では、高電位や左室肥大所見などと読影され、
心肥大の可能性が示唆されます（その結果で、例えば高血圧症が
あれば心臓超音波検査の二次検査を指示され、確定診断をされる
ことが多いようです）。

　以上の語句は代表的なものです。このように言葉の意味合いが
異なります。

稲城市医師会　 柚  須 　 悟 
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貧血と失神、心肥大と心拡大
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29・11・15 代表電話は042－378－2111　（8）

広報いなぎは再生紙を使用しています。 
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第1255号 稲城のイチオシ情報をお届けします 
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お得・宿泊・大満足 宿泊費助成お得・宿泊・大満足　宿泊費助成

▽開庁時間　午前8時30分～正午、午後1時～5時

▽窓　　口　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、
課税課（市民税係のみ）、収納課〔過年度分の税外債権（料
金）の納付書の再発行・相談等は行いません〕

※業務内容は、各課へお問い合わせください。

次の休日開庁日は11月25日（土）

　市では姉妹都市「大空町」及び友好都市「相馬市」・「野沢温泉村」との市民交流が活発になるよう、
市の指定する宿泊施設を利用する方へ、宿泊料金の一部を助成します。
　この制度を利用して、姉妹都市・友好都市を訪れてみませんか。
■対市内在住・在勤・在学の方

▽助成額・助成泊数　表1参照　 ▽宿泊施設の予約窓口　表2参照

▽パンフレット・申請書　市役所総合案内、市民協働課、平尾・若葉台出張所、地域振興プラザで入手可
■問助成の申請について＝ＮＰＯ法人市民活動サポートセンターいなぎ　1378－2112
　制度の内容について＝市民協働課協働推進係

表1　助成額・助成泊数

助成泊数助成額
（1泊分）区分

毎年度3泊まで
4,000円大人（満12歳

以上）
大空町

3,000円小人（満3歳以
上満12歳未満）

相馬市・
野沢温泉村
それぞれ毎年度
2泊まで

2,500円大人（満12歳
以上）相馬市・　

野沢温泉村
1,500円小人（満3歳以

上満12歳未満）

※宿泊料金を限度とします。

表2　予約窓口
電話番号予約先

0152－74－2108ホテル湖南荘大空町 0152－74－2343湯元ホテル山水
0244－38－7111なぎさの奏　夕鶴

相馬市
0244－26－5456ホテル　エム　アンド　

エム　相馬
0244－38－8013旅館　かんのや
0244－35－3722ホテルコーラス相馬
0244－35－1121相馬ステーションホテル
0269－85－3155野沢温泉観光協会野沢温泉村

※野沢温泉村の助成対象の宿泊施設は200カ所以上あります。
詳細は、パンフレットまたは稲城市�をご覧ください。予約は
必ず「野沢温泉観光協会」にしてください。

利用方法

予約窓口（表2参照）に、電話で予約
※予約時に助成券利用の旨を伝える。
※インターネット予約は不可

１

申請書を持参または郵送

▽受付日　利用日の30日～14日前

▽提出先　ＮＰＯ法人市民活動サポート
センターいなぎ（〒206－0802稲城市
東長沼2112－1地域振興プラザ1階、午
前10時～午後5時）

２

助成券を受け取る
▽受取先　提出先と同様

※郵送受け取りを希望の場合は、申請時
に返信用封筒（要82円切手・宛先）を提
出してください。

３

宿泊施設で、チェックイン時に助成券
を提出４

地域名出品者品種品目優秀賞名部門
矢野口 小山　譽新高梨東京都知事賞

果実の部

矢野口 小泉　茂新高梨稲城市長賞
東長沼 森　公一新高梨相馬市長賞
矢野口 城所　貞夫新高梨相馬市議会議長賞
東長沼 篠崎　益朗シャインマスカットぶどう東京都農業振興事務所長賞
平尾 馬場　芳則新高梨東京都農業協同組合中央会長賞
東長沼 山本　勝美新高梨全国農業協同組合連合会東京都本部長賞
坂浜 市村　裕子太秋柿東京都南多摩農業改良普及事業協議会長賞
押立 金井　梨沙新高梨東京都果実生産団体協議会長賞
矢野口 小泉　美智子新高梨稲城の梨生産組合長賞
東長沼 田中　利明新高梨東京都農業共済組合長賞
矢野口城所　理衣新高梨稲城市産業まつり実行委員会委員長賞
百村 内田　増雄千両二号ナス東京都知事賞

野菜の部

坂浜 市村　忠雄夏の守大根稲城市長賞
大丸 千代　茂ネオアース玉ねぎ稲城市議会議長賞
百村 内田　増雄エースピーマン稲城市農業委員会長賞
坂浜 市村　忠雄新黒田五寸人参大空町長賞
百村 小池　喜一郎土垂里芋大空町議会議長賞
坂浜 市村　忠雄紅はるか甘薯野沢温泉村議会議長賞
坂浜 阿川　陽子初秋キャベツ全国共済農業協同組合連合会東京都本部長賞
矢野口 小山　美智子千両二号ナス東京都農業改良普及事業協議会長賞
坂浜 市村　忠雄土垂里芋東京南農業協同組合代表理事組合長賞
坂浜 阿川　陽子筑陽ナス東京都農業会議会長賞
坂浜 上原　徳和陽州五寸人参東京南農業協同組合稲城地区野菜部会長賞
坂浜市村　重幸土垂里芋稲城市産業まつり実行委員会委員長賞
坂浜 伊藤　幹男花水木植木東京都知事賞

植木・
 花  卉 ・
か き

盆栽の部

坂浜 伊藤　幹男姫シャラ植木稲城市長賞
坂浜 伊藤　幹男ドウダンツツジ植木野沢温泉村長賞
坂浜 伊藤　幹男常緑山ボウシ植木東京都産業労働局長賞
押立 木村　敏幸白花オンツツジ植木東京都信用農業協同組合連合会長賞
坂浜 伊藤　幹男椿植木東京都植木農業協同組合代表理事組合長賞
押立 木村　敏幸松盆栽稲城市植木花卉生産振興会長賞
坂浜 伊藤　幹男姫シャラ盆栽稲城市産業まつり実行委員会委員長賞
坂浜 �野　廉明富士二〇六生椎茸稲城市長賞

茸の部 坂浜 �野　敦子富士二〇六生椎茸東京都椎茸生産組合連合会長賞
坂浜 �野　廉明富士二〇六椎茸ほだ木稲城市特殊林産組合長賞

　品評会では出品された222点の中から、
36点が優秀賞に選ばれました。
■問経済観光課農政係

第47回
稲城市産業まつり
農産物品評会受賞者

第47回
稲城市産業まつり
農産物品評会受賞者

網走湖で
わかさぎ釣り

姉妹都市 北北海海道道
大大空空町町

楽しい
いちご狩り

温泉で
リフレッシュ

友好都市 長長野野県県

野野沢沢温温泉泉村村
友好都市 福福島島県県

相相馬馬市市


